
東アジア国際言語学会第７回会報 

2023年 4月 

須田義治 

 

2022年度の本学会の活動についてご報告をいたします。 

 

１．シンポジウム「論文における間違いやすい日本語表現」 

2022年 9月 10日（土）にオンライン開催で、以下のような内容のシンポジウムを行いました。 

 

講演：張麟声（中国アモイ大学嘉庚学院）「日本語教育のための基本文型の設計及びそれに基づく誤用研究の

展望」 

高野愛子（大東文化大学）「品詞別にみた学術的文章における不適切な文体」 

須田義治（大東文化大学）「論文の日本語表現の修正―学会誌の投稿論文の事例から―」 

閉会の辞 大島吉郎先生 

 

２．2022年度 第 10回大会 

 2022 年度は、2023年 2月 11,12日に第 10回大会を開催しました。プログラムは以下のとおりです。一日目は

シンポジウム、二日目は研究発表という構成になっています。 

 

東アジア国際言語学会第１０回大会プログラム（2022年度） 

１日目（2月 11日） 

シンポジウム「奥田靖雄と言語学研究会―奥田靖雄先生没後２０年―」 

12:30-13:00  彭広陸「日本語研究史における言語学研究会」 

13:00-13:30  狩俣繁久「奥田靖雄、言語学研究会と方言研究」  

13:30-14:00  山東功「奥田靖雄と「国語学」」 

14:10-14:40  宮崎和人「奥田論文から考えるモダリティーの研究の新たな段階への展望」 

14:40-15:10  浜之上幸「日本語アスペクト研究史における”奥田的段階”について」   

15:10-15:40  金田章宏「方言研究にみる「形態論」」 

15:50-16:20  早津恵美子「奥田連語論から学ぶこと」  

16:20-16:50  前田直子「「条件づけを表現するつきそい・あわせ文」をめぐって」  

16:55-17:55  ディスカッション（他の発表に対する質問やコメントなど） 

（司会：須田義治） 

 

２日目（2月 12日） 

10:20 

-10:25 
開会の辞：時衛国（山東大学特聘教授） 

発表 20 分

質問 10 分 

分科会Ａ 

（ブレイクアウトルーム１） 

総合司会：高橋雄一（専修大学） 

分科会Ｂ 

（ブレイクアウトルーム２） 

総合司会：石井宏明(東洋大学非常勤講師)  

 A-1･2･3司会：須田義治（大東文化大学） B-1･2･3司会：王学群 



10:30 

-11:00 

A-1 宮金艶（遼寧師範大学大学院） 

「『伊勢物語』における中国語訳の比較研究--

「第 86段 おのがさまざま」を中心に--」 

B-1 韓樹坤（山東大学大学院） 

「可能補語“V得/不了”の日本語訳について」 

11:00 

-11:30 

A-2 ホーラーヌパーブ・シースダー（大東文化大

学大学院） 

「ラオス語のアスペクトマーカーkamláŋ につい

て―日本語のシテイル形の継続的な意味と対照

して―」 

B-2 劉志頴（大学院）・李光赫（大连理工大学）  

「関数検定における証拠性モダリティの日中対

訳計量的研究」 

11:30 

-12:00 

A-3 白夢璇（京都大学大学院） 

「中国人日本語学習者の単漢字和語の習得に関

する研究―意味推測手がかりの使用に着目し

て」 

B-3 李哲（常州工学院/新潟大学大学院） 

「日中両言語におけるとりたて表現の名詞化機

能の対照研究―名詞化タイプと度合いを中心に

―」 

12:00 

-13:00 
昼休み（会員総会） 

 A-4･5･6司会：迫田（呉）幸栄（二松学舎大学） B-4･5･6司会：福田翔（富山大学） 

13:00 

-13:30 

A-4 賀学成（筑波大学大学院） 

「現代日本語における機能動詞文の先立つ修飾

部分をめぐって―「NP+格助詞+の VN をする」

の生成可能性-」 

B-4 李暁倩（奈良女子大学大学院） 

「中国語の「头」（頭）と「脑」（脳）の多義性に

関する認知言語学的考察」 

  

13:30 

-14:00 

A-5 高甜（東京外国語大学大学院)   

「ノダ文の「主題」をめぐって―命令のノダから

考える―」 

B-5 王瑶（清華大学大学院)  

「出来事の発生を表す“有+N”構文」 

14:00 

-14:30 

A-6 賈兆昆（東京大学大学院）  

「NL に NP が V ている」構文における NL と 

NP の関連性に対する一考察」 

B-6 胡春艶（東北石油大學/大東文化大学大学院）  

「『紅楼夢』における形容詞重畳式と“de”の共

起についての再考察」 

14:30-

14:40 
休憩 

 A-7･8･9司会：松浦恵津子（松蔭大学） B-7･8･9･10司会：安本真弓(跡見学園女子大学) 

14:40 

-15:10 

A-7 許燕（名古屋大学大学院） 

「副詞「せっかく」と「あいにく」の評価性をめ

ぐって」 

B-7 史曼（陝西師範大学） 

「日中両語における様態・結果動詞に関する考

察」 

15:10 

-15:40 

A-8 馮一峰（北洋大学） 

「日本語と中国語における 1 人称及び 3 人称空

項について」 

B-8 青木萌（長野大学） 

「“要”を含む文の連鎖的な表現について」 

 

15:40 

-16:10 

A-9 安明姫（工学院大学・非）  

「日本の現代小説における「てくれる」に対応す

る中国語表現について」 

B-9 時衛国（山東大学特聘教授） 

「少量と大程度との共起について――｢有点儿｣

の前置性と後置性を中心に」 

16:10 

-16:40 

【特別講演】田中寛（大東文化大学名誉教授） 

「言語研究と文学教育の視界― 日本語学研究の立場から ―」 

16:45 

-16:55 
閉会の辞：大島吉郎（大東文化大学） 

 



３．拡大常務理事会と総会 

 拡大常務理事会と総会の審議事項と報告事項の内容は以下のとおりです。 

 

2022 年度 東アジア国際言語学会 拡大理事会（2023年 2月 12 日 9:00-10:00） 

〈審議事項〉 

１．学会誌の執筆要項の修整 

新 旧 

3．投稿原稿は、Word ファイルと PDF ファ

イルにし、事務局(rengoronkenkyu@icaweb. 

info)に電子メールで送付する。その際、投

稿原稿の最初を空白ページとし、そこに「名

前 (ローマ字で読み方をつける)・住所・メ

ールアドレス・所属（肩書）」を記載するこ

と。 

4. 投稿締め切りは毎年 5 月 31 日とす

る。 

3．投稿は、ワープロファイル(Word と PDF)

にし、事務局(rengoronkenkyu@icaweb.info 

)と担当者時衛国(swg@sdu.edu.cn)の両メ

ールアドレスに電子メールで投稿原稿を添

付して同時に送付する。 

4. 投稿締め切りは，毎年 5 月 31 日まで

とし、投稿原稿の最初のページには、必ず

「名前(日本語とローマ字の読み方も含

む)・住所・メールアドレス・所属・肩書・

学位」などを明示する。 

（12）文末脚注・参考文献：10 ポイント 

※テンプレートには参考文献のポイントに

ついて記載がある 

（12）文末脚注：10 ポイント 

 

(1) 本文中で参考文献を記述する場合 文

献全体を示す場合 著者の姓名(出版年)   

(例）鈴木（1993） 陆俭明（2003）   

※同様の箇所も修整 

(1) 本文中で参考文献を記述する場合 文

献全体を示す場合 著者の姓名(出版年)   

(例）鈴木康之（1993） 陆俭明（2003）   

 

五、注意事項 

本文中での先行研究の引用、または参考文

献に挙げる学術雑誌についてその出所など

を明示する以外、必ず該当雑誌の巻数と頁

数を明記すること。また、日本語あるいは

中国語の非母語話者である大学院生は、投

稿の前に、必ず原稿のネイティヴチェック

をしてもらうこと。 

五、注意事項 

本文中での先行研究の引用、または参考文

献に挙げる学術雑誌についてその出所など

を明示する以外、必ず該当雑誌の巻数と頁

数を明記すること。 

 

 

  



２．ホームページの「東アジア国際言語学会 ご入会について」の修整 

新 旧 

学会への入会を希望される方は、下記の事

務局のアドレスに以下の情報を送り、当年

度の会費を納入してください。年間会費は

教員・一般（￥4,000円）、学生・院生（￥2,000

円）となっております。 

学会への入会を希望される方は以下の情報

をお送りください。年間会費は教員・一般

（￥4,000 円）、学生・院生（￥2,000 円）

となっております。 

 

注：郵便払込取扱票用紙を利用した際は、

振替払込請求書兼受領証が領収書になりま

す。ATMやオンラインバンキングを利用した

際は、振込記録(明細書)が領収書になりま

す。なお、ご不明な点があれば、上記の事務

局までお問い合わせください。 

 

注：郵便払込取扱票用紙を利用した際は、

振替払込請求書兼受領証が領収書になりま

す。ATMやオンラインバンキングを利用した

際は、振込記録(明細書)が領収書になりま

す。当年度会費のご納入をもって入会手続

きの完了となります。なお、ご不明な点が

あれば、上記の事務局までご確認ください。 

 

 

３．会則の変更 

 名誉会員の規程を明確にしました。 

新 旧 

第８条 名誉会員 

１．本学会に名誉会員の制度を設ける。 

２．名誉会員は、定年退職し、継続して５年

以上本会の会員であった者の中から、会員

の推薦または本人の申告に基づき理事会で

審査の上、総会の承認を得て決定する。 

３．名誉会員は、第 7 条に定めた会員の権

利のうち、第１項(5)の役員となる権利を有

しない。 

４．名誉会員は、第 7 条に定めた会員の義

務のうち、第２項(1)の年会費を納める義務

を免除される。 

５．名誉会長、名誉副会長、顧問若干名は、

名誉会員のうちより会長もしくは副会長か

らの推薦に基づき理事会で審査の上、総会

の承認を得て決定する。 

第８条 名誉会員 

１．本学会に名誉会員の制度を設ける。 

２．名誉会員は、定年退職し、継続して５年

以上本会の会員であった者の中から、会員

の推薦または本人の申告に基づき常務理事

会で審査の上、総会の承認を得て決定する。 

３．名誉会員は、第 7 条に定めた会員の権

利のうち、第１項(5)の役員となる権利を有

しない。 

４．名誉会員は、第 7 条に定めた会員の義

務のうち、第２項(1)の年会費を納める義務

を免除される。 

５．名誉会員として名誉会長、名誉副会長、

顧問若干名を置く。 

 

 

 

 

 

 

 



 

新 旧 

第１４条 編集委員会 

１．本学会に、編集委員会を置く。 

２．編集委員会規程に関しては、別に之を

定める。 

第１４条 編集委員会 

 本学会に編集委員会を置く。 

第１５条 大会委員会 

１．本学会に、大会委員会を置く。 

２．大会委員会規程に関しては、別に之を

定める。 

 

第１６条 経費および年会費 

 １．本学会の経費は会費、寄付金および

事業による収入を以て当てる。 

 ２．年会費の金額は内規により定める。

第１７条 会計年度 

 本学会の会計年度は毎年４月１日に始ま

り、翌年３月末日をもって終わる。 

 

第１８条 会則の改訂 

 本会則は、定期総会での審議と承認を経

て改訂することができる。 

第１５条 経費および年会費 

 １．本学会の経費は会費、寄付金および

事業による収入を以て当てる。 

 ２．年会費の金額は内規により定める。

第１６条 会計年度 

 本学会の会計年度は毎年４月１日に始ま

り、翌年３月末日をもって終わる。 

 

第１７条 会則の改訂 

 本会則は、定期総会での審議と承認を経

て改訂することができる。 

 

編集委員会の規程を、他の学会の規程を参考にして簡略化しました。 

新 旧 

編集委員会規程 

第１条 名称 

 本委員会は、東アジア国際言語学会編集

委員会（以下、編集委員会）とする。 

第２条 目的 

 本委員会は、東アジア国際言語学会会則

（以下、「会則」）第４条３号による学会誌

の編集および発行に関する審議を行う。 

第３条 委員会 

１ 委員長は，会長が理事の中から推薦

し、理事会で決定する。 

２ 副委員長は、委員長が理事の中から

推薦し、理事会で決定する。 

３ 委員は、委員長が会員の中から必要

数を推薦し、理事会で決定する。 

４ 委員の任期は２年とし、再任を妨げ

ない。 

第４条 活動事項 

編集委員会規程 

第１条 名称 

 本委員会は、東アジア国際言語学会編集委員会

（以下、編集委員会）とする。 

第２条 目的 

 本委員会は、東アジア国際言語学会会則（以下、

「会則」）第４条３号による学会誌の編集および発

行に関する審議を行う。 

第３条 委員会 

 会則第１４条に基づいて編集委員会を置く。本

委員会は、理事からの推薦をもとに、理事会の議を

経て理事長によって委嘱された委員から構成され

る。 

 １ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 ２ 委員会には互選によって編集委員長と査読

委員長を置く。 

 ３ 委員会には委員長の外に編集委員若干名と

査読委員若干名を置くことができる。 



 １ 編集方針の確認と実行 

 ２ 投稿規程等の制定と改廃 

 ３ 投稿論文等の掲載の可否 

４ 年１回以上の会議の開催 

５ 査読者の選出と依頼 

 

第４条 活動事項 

 本委員会は、前条の目的を達成するため、次に揚

げる活動を行う。 

 １ 『東アジア国際言語研究』の編集方針の確認

と実行 

 ２ 『東アジア国際言語研究』における投稿論文

等の掲載の可否 

 ３ 編集委員長と査読委員長の選出 

 ４ 編集委員若干名と査読委員若干名の選定 

 ５ 編集委員会規程および申し合せ事項の改定

案の作成と理事会への報告 

 ６ その他 

第５条 査読 

 本委員会は、提出された論文等に関して査読、も

しくは閲読を行う。 

 １ 研究論文及び研究ノートについては査読

を、実践報告及び書評、その他については閲読を行

う。 

 ２ 論文等において剽窃や人権を侵すことにつ

ながる研究の引用や表現は修正を求める。 

 ３ その他、編集委員が不適当と認めた内容に

ついては、修正を求める。 

 ４ 査読委員の任期は２年とし、再任を妨げな

い。 

 ５ 執筆要領に準じた査読要領を別に設ける。 

第６条 著作権の帰属 

 本誌に掲載された論文等の著作権は東アジア国

際言語学会に帰属する。ただし，著者個人およびそ

の所属組織の Web サイトにおける本誌掲載論文の

公表は，これを妨げない。 

第７条 所在地 

 学会誌の編集事務所在地は、本学会事務局とす

る。 

第８条 会計 

 本委員会の学会誌編集および出版に関わる会計

は、本学会事務局において処理し、理事会及び総会

の承認を求めるものとする。 

 

 

※大会委員会規程については、来年度発足する大会委員会で検討する。 

 

 



４．学会誌のバックナンバーの処分について 

 現在保管されているバックナンバーは、ホームページに学会誌のデジタル版をアップしているので、数冊を残

して、すべて処分し、今後も、そのようにしていきます。また、過去の、その他の刊行物も、デジタル化を進め

ながら、順次、同様にしていきます。 

 

５．編集委員会と大会委員会の設置 

設置の目的：現在、事務局など一部の会員に集中している業務を分散し、学会の運営に一人でも多くの方に携わ

っていただくことにより、可能なかぎり会員の意見を反映させながら、学会を維持し、発展させてい

くため 

 

編集委員会（現在も会則にはある） 

学会誌の編集を行う。おもな仕事は、学会誌への採否の決定。 

委員長（１名）、副委員長（１名）、委員３～５名（任期はいずれも２年、再任については特に規定しない） 

※「査読委員長」は廃止。 

 

大会委員会（シンポジウムも含む）： 

大会・シンポジウムの企画・運営を行う（月例会は事務局が担当する）。 

委員長（１名）、委員５名（任期はいずれも２年、再任については特に規定しない） 

 

６．人事 

〈新理事〉 

趙海城（明星大学人文学部国際コミュニケーション学科） 

福田翔（富山大学学術研究部教養教育学系） 

畢文涛(北京語言大学東京校中国語学科専攻副主任) 

〈新常務理事〉 

高橋雄一（専修大学） 

〈新名誉会長〉 

高橋弥守彦 

〈名誉会員〉 

丁鋒 

橋本幸枝 

新名誉会長と現在の顧問も名誉会員となる。 

 

７．来年度の体制について 

会長：須田義治（再任） 

副会長：王学群（再任）、時衛国（再任）、高橋雄一（新任） 

事務局長：高橋雄一（兼任） 

事務局：小路口ゆみ、趙海城、小嶋栄子 

 

編集委員長：時衛国（兼任） 

副編集委員長：王学群（兼任） 

編集委員：福田翔、新田小雨子、安本真弓、松浦恵津子 



 

大会委員長：須田義治（兼任）  

大会委員：石井宏明、青木萌、迫田（呉）幸栄 

 

８．学会アドレスの変更 

学会のアドレスを以下のように変更することになりました。 

 

（現アドレス）rengoronkenkyu◆icaweb.info → （新アドレス）jimukyoku@icaweb.info 

 

９．決算と予算 

決算と予算が報告され、承認されました。 

 

１０．監査報告 

監査報告が承認されました。 

 

 

〈報告事項〉 

１．『東アジア国際言語研究』特別号について 

鈴木康之先生の米寿をおいわいする号になる予定でしたが、鈴木先生のご逝去にともない、追悼号に変更とな

りました。 

 

２．シンポジウムの報告 

2022年 9月 10日（土）のシンポジウムについての報告がありました。 

 


